
十日町市の産業振興施策に
対する要望書を提出　

〒948-0088　新潟県十日町市駅通り17番地
 TEL（025）757-5111　FAX（025）752-6044
 E-mail  info@tokamachi-cci.or.jp　URL  http://www.tokamachi-cci.or.jp

十日町商工会議所

　１２月１日㈭に丸山会頭と3名の副会頭が十日町市
役所を訪問し、関口市長に要望書を提出しました。
（要望書の内容については、本号４ページをご覧くだ
さい）
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本号の主な内容
●丸山会頭・三村日商会頭による年頭ごあいさつ
●市の産業振興施策に対する要望（内容）
●健康ワンポイントアドバイス
　 「過敏性肺炎（肺臓炎）という病気を知っていますか？」
　　　　医療法人社団達寿会 大熊内科医院 
　　　　　　　　　　　　　院長 大熊 達義 先生
●会員ひろば
　はり灸治療院 張士堂（高田町3丁目西362番地2）を
　訪問しました
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新 潟 県 火 災 共済協同組合
関東自動車共済（協）新潟県支部

つつじ原の恵まれた地形に造られた
手応え充分な27ホール

十日町カントリークラブ  
予約専用TEL 025-752-3518
E-mail info@tokamachi-country.club
http://tokamachi-country.club/

新潟県十日町市伊達反り掛甲2652-1

会員募集のご案内
ご入会ご希望の方 詳細についてお知りになりたい方は
下記までご連絡下さいませ

　

新
春
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
に
は

商
工
会
議
所
運
営
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
結
果
、
米
国

で
は
減
税
策
や
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
実
施
さ
れ
る

見
通
し
と
な
り
、
経
済
の
成
長
ペ
ー
ス
が
加
速

す
る
と
い
う
観
測
か
ら
、
我
が
国
経
済
も
大
企

業
を
中
心
に
輸
出
増
や
株
高
な
ど
を
通
じ
た
プ

ラ
ス
影
響
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
会
議
所
の
９
月
の
景
況

調
査
で
は
、
長
引
く
個
人
消
費
の
低
迷
等
に
よ

り
一
部
の
業
種
を
除
き
、
多
く
の
企
業
で
前
年

比
売
上
高
が
減
少
す
る
と
と
も
に
今
後
の
見
通

し
も
厳
し
い
と
の
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
当

地
域
を
含
め
地
方
や
中
小
企
業
で
は
景
気
回
復

が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
商
工
業
者
の
経
営
環

境
の
改
善
や
産
業
の
安
定
的
発
展
を
図
る
た
め
、

国
・
県
・
市
等
へ
の
要
望
活
動
や
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
、
産
業
間
連
携
事
業
、
販
路
開
拓

事
業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
規
模
事
業
者
支
援
法
に
基
づ
き
、

昨
年
７
月
に
作
成
し
た
経
営
発
達
支
援
計
画
が

関
東
経
済
産
業
局
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
そ
の
計
画
に
基
づ
き
経
営
課
題
状
況
調
査

や
簡
易
経
営
分
析
ツ
ー
ル
に
よ
る
経
営
状
況
の

把
握
、
経
営
戦
略
・
経
営
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
、
管
内
の
商
工
業
者
の
経
営
課
題
解

決
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
「
２
０
２
０
年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
国
宝
火
焔
型

土
器
を
聖
火
台
の
モ
チ
ー
フ
に
採
用
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
開
会
式
等
で
縄
文
文
化
を
世
界
に

発
信
す
る
様
々
な
活
動
」
を
縄
文
期
の
国
宝
を

所
有
し
て
い
る
函
館
市
や
八
戸
市
、
山
形
県
舟

形
町
、
茅
野
市
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
は
、
当

会
議
所
青
年
部
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
当

地
域
の
最
大
の
宝
物
で
あ
る
国
宝
火
焔
型
土
器

を
始
め
と
す
る
縄
文
文
化
、
歴
史
、
産
業
、
イ

ベ
ン
ト
等
を
全
国
に
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
中
小
企
業
庁
の
地
域
力
活

用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
火
焔

型
土
器
の
ク
ニ
十
日
町
・
縄
文
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
取
り
組
み
、「
火
焔
型
土
器
」
と
「
雪
国
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
開
発
や
特
産
品
開
発
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
会
員
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
着
地
型
観
光
の
立
案
や

特
産
品
の
試
作
品
開
発
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
商
店
街
連
合
会
や
観
光
協
会
と
連
携

し
、
平
成
27
年
度
に
「
商
店
街
外
国
人
観
光
客

お
も
て
な
し
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
英
会

話
教
室
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
等
を
行
い
ま

し
た
。
本
年
も
行
政
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
飲
食
や
宿
泊
業
者
等
が
行
う
受

け
入
れ
態
勢
づ
く
り
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
姉
妹
都
市
間
の
国
際
交
流
促
進
や
東
京

五
輪
に
向
け
ク
ロ
ア
チ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
等

の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
や
塩
之
又
レ
ス
リ
ン
グ
道

場
の
世
界
へ
の
情
報
発
信
に
も
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
、
米
国
経
済
に
牽
引
さ
れ
、
我

が
国
の
大
企
業
や
都
市
部
で
は
企
業
収
益
が
緩

や
か
に
持
ち
直
す
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
恩

恵
は
限
定
的
で
あ
り
、
当
地
域
を
含
め
た
地
方

経
済
や
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
、
依
然
と
し

て
ま
だ
ら
模
様
で
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
議
所
の
全
国
的
な
組

織
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、「
商
工

業
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」

を
目
指
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
会
員
事

業
所
の
経
営
環
境
改
善
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
議
所
へ
の
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

十
日
町
商
工
会
議
所

会
頭

丸
山
秀
二

丸
山
秀
二

マル経資金

2,000万円まで融資

を利用
しませんか

年 利 率
運転資金
設備資金

※年利率は
　12月22日現在

1.16％
7年
10年

無担保・無保証人で

新潟　信用保証 検　索

長岡支店／長岡市坂之上町２丁目１番地１（長岡商工会議所5F） ☎0258（35）5714

＜３つのメリット＞
１．保証人不要（法人代表以外）
２．原則担保不要
３．信用保証料率の割引有り

なじらね～!?

制度の概要は、ホームページへクリック！
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革
等
の
構
造
改
革
は
、国
全
体
の
効
率
化
・
生
産

性
向
上
を
図
る
政
策
で
あ
り
、
一
部
の
人
に
は

痛
み
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
利
害
の
調
整
と
い
う

政
治
本
来
の
役
割
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
特
徴

で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、政
府
も
民
間
も
、ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
政
策
に
は
、
時
間
と
粘

り
強
い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
べ
き
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
議
所
と
し
て
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、「
中
小
企
業
の
成
長

の
底
上
げ
」と「
地
方
創
生
の
実
現
」で
す
。

　

中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
課
題

が
、「
人
手
不
足
へ
の
対
応
」で
す
。

　

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
し
て
、
女
性
や

高
齢
者
な
ど
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。中
小
企
業
は
、女
性
の

活
躍
推
進
、柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
、高
齢
者
の

積
極
的
な
雇
用
な
ど「
働
き
方
改
革
」を
い
ち
早

く
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
人
手
不
足
を
解
決
す
る
も
う
一
つ

の
方
策
は
、「
生
産
性
向
上
」で
す
。

　

中
小
企
業
の
生
産
性
は
、
平
均
で
大
企
業
の

二
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は

大
企
業
の
生
産
性
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
中

小
企
業
も
あ
り
、
そ
う
し
た
企
業
に
共
通
す
る

の
は
、経
営
者
の
成
長
へ
の
意
識
が
高
く
、Ｉ
Ｔ

や
設
備
投
資
な
ど
に
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
点

で
す
。こ
こ
に
生
産
性
向
上
の
鍵
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
の
有
力
な
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
導
入
が
あ
り
ま
す
が
、

中
小
企
業
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
わ
ず
か
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。経
営
者
自
身
の
気
づ
き
を

促
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
超
え
て
、デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
臨
時
会
員
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
各
地
商
工
会
議
所
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
日
本
商
工
会
議
所
の
会
頭
に
再
任
さ

れ
、
日
商
会
頭
と
し
て
４
回
目
の
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。各
地
商
工
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し
て

も
新
体
制
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。日
商
と
し
ま
し
て
は
、

改
め
て
、
５
１
５
商
工
会
議
所
１
２
５
万
会
員

の
皆
様
と
総
力
を
結
集
し
、
商
工
会
議
所
の
使

命
で
あ
る
、企
業
の
繁
栄
、地
域
の
再
生
、日
本

の
成
長
の
同
時
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
中
で
政
治
的
に
様
々
な
サ
プ

ラ
イ
ズ
が
発
生
し
ま
し
た
。加
え
て
、地
政
学
的

混
乱
の
悪
化
、
余
剰
マ
ネ
ー
等
の
動
き
に
よ
る

株
価
や
為
替
の
大
き
な
変
動
な
ど
、
振
幅
の
大

き
い
不
安
定
な
一
年
で
し
た
。

　

本
年
も
お
そ
ら
く
国
際
政
治
の
大
き
な
動
き

が
金
融
市
場
を
揺
さ
ぶ
る
場
面
な
ど
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、幸
い
に
し
て
我
が
国
に
は
、世

界
に
誇
る
安
定
政
権
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
た

ず
ら
に
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、
じ
っ
く
り
と
直

面
す
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

我
が
国
の
最
大
の
課
題
は
、
足
元
で
０.

２

％
台
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
潜
在
成
長
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。「
人
手
不
足
」と「
生
産

性
向
上
の
停
滞
」
が
潜
在
成
長
率
を
押
し
下
げ

る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
サ

プ
ラ
イ
サ
イ
ド
政
策
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
政
策
の
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、
策
の
打
ち
出
し
か
ら
成
果
が
で
る
ま
で
時

間
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、規
制
改

Ｉ
の
導
入
、ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、工

場
の
生
産
現
場
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
生
産
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

人
手
不
足
に
は
、そ
の
解
決
を
図
る
過
程
で
、

構
造
改
革
の
中
で
も
最
も
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
「
働
き
方
改
革
」
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、

若
者
と
女
性
の
活
躍
す
る
場
を
拡
大
し
、
さ
ら

に
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
の
大

き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

中
小
企
業
が
直
面
す
る
も
う
一
つ
の
課
題

は
、「
後
継
者
の
確
保
」で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
し
て
、
事
業
承
継
の
支
援
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
承
継
の

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
「
事
業
承
継

税
制
の
見
直
し
」に
つ
い
て
も
、提
言
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
付
加
価
値
額
の
約
半
分
は
、
三
大

都
市
圏
以
外
の
地
方
で
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、

「
地
方
創
生
の
実
現
」は
、
潜
在
成
長
率
の
引
き

上
げ
と
持
続
的
な
経
済
成
長
に
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
本

格
復
興
、
福
島
再
生
の
早
期
実
現
な
し
に
日
本

経
済
の
再
生
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

私
は
、地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、広
域
観

光
振
興
や
農
商
工
連
携
な
ど
、
地
域
の
資
源
や

強
み
を
最
大
限
に
活
用
し
た
成
長
産
業
を
育
成

し
、域
外
の
需
要
、消
費
、投
資
を
取
り
込
む
こ

と
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
申
し
あ
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。さ
ら
に
、地
域
で
産
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

は
、
地
域
で
消
費
す
る
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
は
、
担
い
手
の
大
半
が
中
小
企
業

で
あ
る
と
と
も
に
、
自
動
車
産
業
に
次
ぐ
消
費

規
模
を
持
つ
一
大
産
業
で
す
。

　

現
在
、
全
て
の
商
工
会
議
所
に
観
光
担
当
者

が
設
置
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
観

光
商
品
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。未
だ
見
落

と
し
て
い
る
地
域
の
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
を

掘
り
起
こ
し
て
磨
き
上
げ
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ

け
て
売
り
出
し
、
地
域
を
挙
げ
て
お
も
て
な
し

を
す
る
持
続
的
な
取
り
組
み
を
、
一
層
加
速
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、我
が
国
の
観
光
、文
化
、特
産
品
、

技
術
等
を
世
界
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機

会
で
す
。地
方
と
都
市
の
広
域
連
携
に
よ
り
、

国
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
に
繋
げ
て

い
く
た
め
、各
地
域
に
お
い
て
、国
際
交
流
、ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
、
観
光
振
興
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

農
林
水
産
業
も
長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
ら

れ
た
貴
重
な
地
域
資
源
で
す
。大
規
模
化
や
コ

ス
ト
削
減
な
ど
、
競
争
力
強
化
に
向
け
た
農
業

改
革
が
進
み
、
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
輸
出
額

１
兆
円
を
目
指
し
た
政
府
目
標
が
前
倒
し
で
達

成
さ
れ
る
見
込
み
と
な
る
な
ど
、
海
外
を
含
め

さ
ら
な
る
市
場
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
成
長
産

業
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
農
林
水
産
業
団
体
と
の
連
携

に
よ
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
開
発
し
、

海
外
も
視
野
に
入
れ
、
広
く
販
路
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、地
方
の
中
小
企
業
に
は
、高
い
技
術

力
と
競
争
力
を
持
ち
、
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙

え
る
も
の
づ
く
り
企
業
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ

も
地
域
の
重
要
な
財
産
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
支
え
、

加
速
す
る
の
が
、物
流
・
人
流
の
円
滑
化
を
促
す

社
会
資
本
整
備
で
あ
り
ま
す
。と
り
わ
け
、地
方

創
生
に
と
っ
て
効
果
が
大
き
い
整
備
新
幹
線
、

高
規
格
幹
線
道
路
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
応

し
た
港
湾
の
整
備
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
活
用

し
た
空
港
民
営
化
な
ど
は
、観
光
客
の
増
加
、設

備
投
資
の
促
進
、
雇
用
創
出
な
ど
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

　

民
間
投
資
を
喚
起
す
る
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重

視
し
つ
つ
、商
工
会
議
所
と
し
て
も
、社
会
資
本

整
備
を
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

政
治
的
な
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、
欧
米
の
経

済
は
堅
調
と
言
え
ま
す
。Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
・
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
諸
国
の
合
意
に
よ
り
原
油
の
減
産
が
決
ま

り
、
原
油
価
格
も
適
正
な
価
格
に
向
け
上
昇
し

始
め
て
い
ま
す
。我
が
国
も
ま
だ
大
企
業
の
動

き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
景
況
感
が
好
転
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
私
の
仮
説
で
す
が
、我
が
国

は
、２
～
３
年
間
の
時
間
的
な
猶
予
を
得
ら
れ
、

時
間
と
腰
を
据
え
た
取
り
組
み
が
必
要
な
サ
プ

会
頭

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所

三
村
明
夫

三
村
明
夫

ラ
イ
サ
イ
ド
政
策
に
大
き
く
舵
を
切
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
ら
れ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
短
期
的
な
動
き
に
一
喜
一
憂
す
る

こ
と
な
く
、
与
え
ら
れ
た
猶
予
の
大
切
さ
を
認

識
し
た
上
で
、
構
造
改
革
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
着
実
に
深
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。成
長
の
ト
レ
ン
ド
を
変
え
る
た
め
、こ
れ

か
ら
２
～
３
年
が
、
我
が
国
に
と
っ
て
勝
負
の

年
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
５
１
５
商
工

会
議
所
、青
年
部
、女
性
会
、海
外
の
商
工
会
議

所
等
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、企
業
、地
域
、そ

し
て
、
日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
の
実
現
に

向
け
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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　当所では、右に記載の日程で年末調整相談会を開
催します。お気軽にご参加ください。

①昨年度（平成27年分）及び今年度（平成28年分）の年末
　調整資料一式　
②今年度１月～６月分の源泉所得税等の納付書の控え
③ご印鑑
④事業主の方のマイナンバーに係る番号確認書類等
　●マイナンバーカードをお持ちの方→カード表面・
　　裏面のコピー 
　●マイナンバーカードをお持ちでない方→通知カードと
　　身元確認書類（運転免許証、パスポート等）のコピー

当日ご持参いただくもの

年末調整　個別相談会のご案内
期　　日
1月10日㈫ 川治公民館１階  研修室

下条公民館２階 会議室
十日町商工会議所２階

多目的ホール

午後1時30分～3時30分
午後1時30分～3時30分

午後1時00分～4時00分
午前9時00分～12時00分

1月11日㈬

1月12日㈭

時　　間 会　　場

無 料

納期の特例の承認を受けている方の源泉所得税等の納付期限は、
平成２９年１月２0日(金)です。

「2017年トランプ大統領で
日本はどうなる！？」

CFP資格は「世界で最も信頼されている
FPのプロフェッショナル資格」23カ国で導入

池 田   隆 CFP（日本FP協会会員）
ドルコスト平均法アドバイザー１級認定

十日町市山本町１丁目
TEL757－2058

有限
会社サクセスプラン

平成29年度十日町市の産業振興施策に対する要望（内容）
　当所では、地域の商工業者の皆さまの意見を集約するため、全８部会において常任委員会を開催し、
次のとおり要望書を取りまとめ、十日町市に提出しました。
　今後も皆様の声を反映すべく、行政などの施策に対して提言・要望活動を行ってまいります。

１．商業対策について
　⑴「十日町市プレミアム商品券発行事業」の実施に
　　ついて
　⑵「空き店舗等活用促進助成金事業」の実施について
２．織物産業対策について
　⑴「十日町織物産地特別招待会補助金」の確保につ
　　いて
　⑵「十日町・きもの染織展補助金」の確保について
３．工業対策について
　⑴下水道料金の軽減について
　⑵ＬＥＤ等省電力設置補助事業の継続実施について
　⑶除雪経費の節減につながるような多面的な企業
　　支援制度の創設について
４．建設・建築業対策について　
　⑴国・県発注公共工事並びに十日町市発注の公共工
　　事の地元発注について
　⑵「住宅リフォーム補助事業」の継続実施について
　⑶「克雪すまいづくり支援事業」の継続実施について

　⑷「ふるさとの木で家づくり事業」の継続実施につ
　　いて
　⑸除雪体制の強化について
　⑹建設業の担い手確保について
　⑺公共工事の平準化等について
５．観光対策について 
　⑴外国人観光客の受け入れ体制の整備について
　⑵冬季観光イベントの広域市町村間の連携や調整
　　について
６．産業全般について
　⑴十日町産業フェスタ補助金」の確保について
　⑵子育て世代の就労環境整備に対する支援について
７.産業の発展を支える社会資本整備について
　⑴上越魚沼地域振興快速道路の整備促進について
　⑵ほくほく線の利便性確保について
　⑶飯山線沿線の観光振興と利便性の向上について
８．東日本旅客鉄道株式会社信濃川発電所業務改
　善事務所の存続について
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健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

十
日
町
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

過敏性肺炎（肺臓炎）
という病気を知って
いますか？

50人未満の事業場の皆さん！
登録産業医・保健師が無料で対応します

十日町市本町2丁目226番地1　十日町市中魚沼郡医師会事務所内

①検診結果についての医師からの意見聴取
②健康相談・メンタル相談
③長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導
④個別訪問による産業保健指導

　

今
、
テ
レ
ビ
で
は
俳
優
の
西
田
敏
行

が
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
宣
伝
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的

な
肺
炎
は
細
菌
（
ば
い
菌
）
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
体
が
肺
に
あ
る
小
さ
な

袋
状
の
部
分
（
肺
胞
）
に
感
染
す
る
こ

と
で
お
き
る
炎
症
で
す
。
一
方
、
今
回

の
テ
ー
マ
の
過
敏
性
肺
炎
（
肺
臓
炎
）

と
は
、
そ
れ
自
体
病
原
菌
や
毒
性
を
持

た
な
い
カ
ビ
や
、
動
物
性
蛋
白
質
な
ど

の
有
機
物
、
或
は
化
学
物
質
（
抗
が
ん

剤
、
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
、
漢
方
薬
、
抗
生

物
質
、
解
熱
鎮
痛
剤
な
ど
の
薬
剤
を
含

む
）
や
金
属
な
ど
（
抗
原
と
言
う
）
を

繰
り
返
し
吸
引
や
摂
取
す
る
事
に
よ
り

肺
が
過
剰
反
応
を
起
こ
す
（
感
染
さ
れ

る
）
よ
う
に
な
り
、
肺
に
ア
レ
ル
ギ
ー

性
の
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で

す
。
最
近
で
は
、
な
め
こ
、
椎
茸
、
エ

リ
ン
ギ
、
シ
メ
ジ
な
ど
の
キ
ノ
コ
栽
培

従
事
者
の
過
敏
性
肺
炎
の
急
増
も
報
告

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
入
れ
墨
を
し
た

人
や
、
金
管
楽
器
の
演
奏
者
の
過
敏
性

肺
炎
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

過
敏
性
肺
炎
の
症
状
は
咳
や
発
熱
、

息
苦
し
さ
、
だ
る
さ
、
喘
鳴
な
ど
が
主

で
す
。
基
本
的
に
抗
原
の
多
く
は
患
者

さ
ん
の
職
場
や
自
宅
に
潜
ん
で
い
る
為
、

そ
の
環
境
か
ら
離
れ
る
と
症
状
が
軽

快
・
消
失
し
、
再
び
そ
の
環
境
に
戻
る

と
悪
化
す
る
の
が
常
で
す
。
こ
の
状
態

が
続
く
と
、
肺
に
線
維
化
と
云
わ
れ
る

不
可
逆
的
な
変
化
が
生
じ
、
抗
原
に
晒

さ
れ
て
い
な
く
て
も
慢
性
的
な
咳
や
呼

吸
困
難
感
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

過
敏
性
肺
炎
の
X
線
検
査
や
胸
部

C
T
検
査
で
は
、
肺
全
体
に
「
す
り
ガ

ラ
ス
」
様
の
淡
い
陰
影
が
見
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
過
敏
性
肺
炎
の
診
断
は
難
し
く
、

専
門
医
で
も
見
逃
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
発
熱
や
咳
の
症
状
が
長
く
続
く

時
は
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
事

が
一
番
大
事
で
す
。

　

過
敏
性
肺
炎
の
治
療
の
基
本
は
原
因

の
抗
原
を
避
け
る
こ
と
で
、
転
職
や
自

宅
の
改
築
な
ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
い

時
は
入
院
し
て
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
と
い
う

薬
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

「
当
地
域
で
も
よ
く
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
過
敏
性
肺
炎
」

１
．
夏
型
過
敏
性
肺
炎
：

　

過
敏
性
肺
炎
の
中
で
は
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
が
、
秋
田
県
や
岩
手
県
以
北

に
は
稀
な
、
高
温
多
湿
な
夏
季
に
発
症

し
易
く
、
多
湿
な
古
い
家
屋
を
好
む
ト

リ
コ
ス
ポ
ロ
ン
と
い
う
カ
ビ
が
抗
原
の

過
敏
性
肺
炎
。

２
．
鳥
飼
病
：

　

オ
ー
ム
や
イ
ン
コ
、
鳩
な
ど
の
鳥
類

を
飼
育
し
て
い
る
人
や
そ
の
周
囲
で
暮

ら
し
て
い
る
人
に
発
症
。
抗
原
は
鳥
類

の
排
泄
物
に
含
ま
れ
る
蛋
白
質
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

３
．
職
業
性
の
過
敏
性
肺
炎
：

　

各
種
の
キ
ノ
コ
栽
培
業
者
や
従
事
す

る
人
が
キ
ノ
コ
の
胞
子
を
吸
入
し
て
生

じ
る
過
敏
性
肺
炎
や
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

の
原
料
で
あ
る
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
を
吸

入
す
る
事
に
よ
っ
て
発
症
す
る
過
敏
性

肺
炎
。

４
．
換
気
装
置
肺
炎（
空
調
肺
、加
湿
器
肺
）：

　

清
掃
を
し
て
い
な
い
エ
ア
コ
ン
（
空

調
）
や
加
湿
器
に
生
じ
た
カ
ビ
類
を
長

い
期
間
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
発
症

し
ま
す
。

　　

こ
の
他
の
過
敏
性
肺
炎
に
は
、
酪
農

家
に
見
ら
れ
る
干
し
草
の
中
の
好
熱
性

放
線
菌
（
カ
ビ
）
が
抗
原
の
農
夫
肺
が

あ
り
ま
す
。
過
敏
性
肺
炎
は
頻
度
の
多

い
疾
患
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
咳
や
熱

が
長
く
続
く
時
に
は
是
非
早
め
の
受
診

を
し
て
下
さ
い
。

皆さまの健康増進のおてつだいをします。

一般社団法人 新潟県労働衛生医学協会
十日町検診センター
〒948-0057  十日町市春日113番地
 TEL（025）752-6196  FAX（025）757-4447
 http://www.niwell.or.jp

特定健診
特定保健
指導 がん検診

事業所
健診 人間ドック

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
冬
に
流

行
し
や
す
い
感
染
性
胃
腸
炎
の

原
因
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
（
カ
キ
等
の
二
枚
貝
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
を
十
分
に
加
熱
せ
ず
に
食

べ
た
り
、
感
染
し
た
人
の
便
や

嘔
吐
物
に
触
れ

る
こ
と
で
感
染

す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
感
染
力
は
強

く
、
感
染
し
て

か
ら
1
日
〜
2

日
で
発
症
し
、

吐
き
気
・
下

痢
・
腹
痛
な
ど

の
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。

　
予
防
方
法
と
し
て
、
食
品
は

十
分
に
加
熱
処
理
を
す
る
こ

と
、
石
鹸
を
使
い
丁
寧
に
手
洗

い
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
下
痢

等
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早

目
に
受
診
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」

　
　
　に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人 

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
　 

保
健
師
　
源
氏
　
富
貴
子

十日町検診センターの
健康コラム

十日町検診センターの
健康コラム
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㈲宮幸酒店 0120-39-2558
TEL025-752-2558

十日町市昭和町 1丁目　あさ 9:00～よる 8:00（日よう あさ 10:00～よる 7:00）

私たち自慢の地酒、
コンセイエ厳選のワイン、
鹿児島から仕入れてきた幻の焼酎。
おいしいお酒に出会うたび
お客様の笑顔が浮かびます。

み や　  こ う

　

今
月
は
高
田
町
３
丁
目
西
で
平
成

22
年
４
月
か
ら
、は
り
灸
治
療
院 

張

士
堂
を
営
む
藤
原
大
輔
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

鍼（
は
り
）っ
て
痛
い
よ
ね
？
お
灸

っ
て
熱
そ
う
だ
し
、
と
思
っ
て
い
る

方
、痛
く
も
熱
く
も
な
い
治
療
が「
張

士
堂
」で
体
験
で
き
ま
す
。院
内
は
ヒ

ー
リ
ン
グ
音
楽
が
流
れ
、
も
ぐ
さ
の

香
り
に
な
ぜ
か
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

は
り
灸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
肩

こ
り
や
腰
痛
な
ど
体
の
痛
み
で
来
院

さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
本
来

鍼
灸
は
内
臓
の
疲
れ
、
心
の
疲
れ
か

ら
来
る
様
々
な
症
状
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。例
え
ば
、「
頭
が
痛
い
」と
い
う

症
状
で
も
薬
を
飲
む
、
と
い
う
対
処

療
法
で
は
な
く
、
頭
痛
の
原
因
を
突

き
止
め
一
人
一
人
に
合
っ
た
治
療
を

し
、症
状
を
鎮
め
て
い
く
の
で
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
高
校
時
代
、
中
国
で

エ
イ
ズ
や
肝
炎
な
ど
の
難
病
を
鍼
灸

で
治
療
し
て
い
る
映
像
を
み
て
「
こ

ん
な
医
学
が
あ
る
の
か
」
と
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
、京
都
の

鍼
灸
大
学
に
進
み
、
鍼
灸
師
の
免
許

を
取
得
し
ま
し
た
。父
が
歯
科
技
工

士
、
祖
父
が
川
西
で
薬
店
を
し
て
い

た
こ
と
も
、
医
学
の
道
に
進
む
後
押

し
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
場
の
勉
強
を
す
る
た
め
、
８
年

間
中
国
に
鍼
灸
留
学
し
て
い
た
間
、

藤
原
さ
ん
が
師
と
仰
い
だ
張
士
傑

（
ち
ょ
う
・
し
け
つ
）
先
生
は
難
病
治

療
を
専
門
と
す
る
国
家
級
老
中
医
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。治
療
院
の
名
称
も
先

生
の
お
名
前
か
ら
漢
字
二
文
字
を
頂

戴
し
た
も
の
で
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
現
在
も
、
毎
週
水
曜

の
午
後
は
長
岡
で
鍼
灸
の
勉
強
会
に

出
席
さ
れ
る
ほ
か
、週
末
を
中
心
に
、

全
国
各
地
の
講
習
会
・
勉
強
会
に
も

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
毎
年

３
月
に
は
中
国
ま
で
出
向
き
、
様
々

な
治
療
法
の
勉
強
も
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　

趣
味
を
お
聞
き
す
る
と「
気
功
」と

「
読
書
」
と
の
こ
と
。ど
ち
ら
も
お
仕

事
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
、
気
晴

ら
し
は
出
来
て
い
る
の
か
心
配
に
な

り
ま
す
。「
気
功
」
は
自
分
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ

る
そ
う
な
の
で
、
少
し
安
心
し
ま
し

た
。ま
た
、時
間
が
合
え
ば
単
発
で
気

功
の
出
張
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

張
士
堂
は
予
約
制
で
、
治
療
の
時

間
は
約
30
分
、
初
め
て
の
方
は
最
初

に
問
診
を
行
い
ま
す
の
で
、
少
し
早

め
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　

診
察
で
き
る
人
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を

治
療
し
て
い
き
た
い
、
と
語
る
先
生

の
笑
顔
を
支
え
る
の
は
、（
美
し
す
ぎ

て（
？
）写
真
N
G
の
）受
付
ス
タ
ッ

フ
と
助
手
の
池
田
さ
ん
の
存
在
な
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

(

振
興
委
員　

南
雲)

張士傑先生の色紙とともに

3階建てビルの1階です

明るい診察室は3つの個室で区切られている

張士傑先生と学会発表

はり灸治療院 張士堂
住　所：十日町市高田町3丁目西362番地2
電　話：761-7818
診療時間  : 9:00 ～12:00 14:00 ～18:00
      　   （月・火・木・金）
            9:00 ～12:00（水・土）
休診日：日曜および祝日

会員ひろば

振興委員が
おじゃまします！
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区分月 男 女 計 世 帯 数
10　　月 26,966 28,406 55,372 19,959
前年同月 27,455 28,908 56,363 20,084
 比（％） 98.2 98.3 98.2 99.4 

区　　分 乗 車 人 員 降 車 人 員
10　　　月 23,797 23,285
前 年 同 月 21,972 22,841
増　　　減 1,825 444

新　規　求　人　数 月 間 有 効 求 人 数 月 間 有 効 求 人 倍 率

合　 計
　

合　 計 全　 数 常　用
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

10　　月 380 365 15 980 920 60 1.21 1.14
前 年 同 月 441 437 4 1,087 1,072 15 1.18 1.19
増 減 比 ％ ▲ 13.8 ▲ 16.5 275.0 ▲ 9.8 ▲ 14.2 300.0 0.03 ▲0.05

●ハローワーク求人数 （単位：人）

●ほくほく線十日町駅乗降者数 （単位：人） ●建築確認申請状況 （単位：㎡）

●人　　口 （単位：人）

総　　　　　　数 工　　事　　種　　別
新　　築 増・改・移築

10　　月
件 数 延 面 積 件 数 延 面 積 件 数 延 面 積
15 5,062.86 10 1,488.58 5 3,574.28

前年同月 20 5,488.71 14 4,955.41 6 533.30
 比（％） 75.0 92.2 71.4 30.0 83.3 670.2 

p

11月

会
議
所
事
業
活
動
報
告

p

2
日
・
マ
ル
経
審
査
会

　
　

・
き
も
の
部
会
／
正
副
部
会
長
会
議

　
　

・（
公
社
）
日
本
外
国
特
派
員
協
会
主
催
「
日

本
一
の
豪
雪
地
・
新
潟
県
十
日
町
市
の
夕
べ
」

　
　

・
中
越
地
区
指
導
業
務
連
絡
会
議

　
　

 

・
夜
間
簿
記
講
習
会
（
14
日
ま
で
の
月
・
水
・

金
曜
日
）

4
日
・
新
潟
県
商
工
会
議
所
連
合
会
／
臨
時
総
会

7
日
・
飯
山
線
S
L
運
行
／
連
絡
会
議

　
　

・
六
日
町
社
会
保
険
委
員
大
会

　
　

・
十
日
町
地
そ
ば
ま
つ
り
／
第
３
回
実
行
委
員
会

8
日
・
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
／
相
談
会

　
　

・
建
設
諸
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
建
設
工
業
部
会
／
常
任
委
員
会

9
日
・
諸
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
金
属
工
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
観
光
分
科
会

　
　

・
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
青
年
部
／
11
月
役
員
会

10
日
・
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
特
産
品
分
科
会

　
　

・
経
営
指
導
員
等
資
質
向
上
研
修
会

　
　

・
第
３
回
奥
信
越
ロ
マ
ン
レ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
戦
略
会
議

　
　

・
冬
期
循
環
解
雇
に
係
る
雇
用
保
険
手
続
等
説

明
会

11
日
・
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
　

・
商
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
工
業
部
会
／
常
任
委
員
会

14
日 

・
経
営
指
導
員
研
修
会（
伴
走
型
支
援
コ
ー
ス
）

　
　

・
新
潟
県
産
業
教
育
振
興
会
／
魚
沼
地
区
学

校
・
地
域
連
絡
会
議

　
　

・
夜
間
簿
記
講
習
会
／
閉
講
式

15
日
・
新
潟
県
の
産
業
振
興
施
策
に
対
す
る
要
望
書

提
出

　
　

・
十
日
町
市
特
別
職
報
酬
等
審
査
会

　
　

 

・
経
営
指
導
員
研
修
会（
伴
走
型
支
援
コ
ー
ス
）

15
日
・
労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
担
当
職
員
研
修
会

16
日
・
納
税
表
彰
式

　
　

・
日
本
商
工
会
議
所
／
臨
時
会
員
総
会
等

　
　

（
～
18
日
）

　
　

・
N
P
O
に
ぎ
わ
い
／
理
事
会

17
日
・
県
内
商
工
会
議
所
補
助
員
等
研
修
会

　
　

（
～
18
日
）

　
　

・
一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
　

・
青
年
部
／
11
月
例
会

18
日
・
き
も
の
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
川
崎
市
も
の
づ
く
り
企
業
と
の
交
流
会

19
日
・
青
年
部
／
新
潟
県
連
研
修
事
業
（
～
20
日
）

　
　

・
飯
山
線
S
L
運
行
／
出
発
式
・
警
備
等

　
　

・
田
口
直
人
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会

20
日
・
第
1
4
4
回
簿
記
検
定
試
験

　
　

・
飯
山
線
S
L
運
行
／
出
発
式
・
警
備
等

21
日
・
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
常
議
員
会

　
　

・
税
務
連
絡
協
議
会

22
日
・
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
　

・
十
日
町
市
防
災
会
議

　
　

・
第
68
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
／
第
２
回
正
副
会

長
及
び
本
部
委
員
合
同
会
議

　
　

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
業
務
改
善
事
務

所
報
告
会

24
日
・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
頭
会
議
（
～
25
日
）

      

・
商
業
部
会
常
任
委
員
会

　
　

・
N
I
C
O
カ
フ
ェ
個
別
相
談
会

25
日 

・
青
年
部
／
第
34
回
全
国
会
長
研
修
会（
～
26
日
）

　
　

・
第
１
回
市
民
活
動
運
営
会
議

27
日
・
第
37
回
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検

定
試
験

28
日
・
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　

・
十
日
町
市
商
店
街
連
合
会
／
理
事
会

30
日
・
第
68
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
／
実
行
委
員
会
及

び
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

カラー複合機の
ご用命は
アフターサービス
万全の当社へ
お任せ下さい。

カラー複合機の
ご用命は
アフターサービス
万全の当社へ
お任せ下さい。



平成29年度
十日町商工会議所青年部役員（一部抜粋）
役職名

会長 柳　貴幸 ㈱共和自動車

柏田屋㈱

高橋昇男税理士事務所

㈲阿部康板金工業

㈱エフエムとおかまち

サンタ・クリエイト

池田和弘土地家屋
調査士事務所

ブリヂストンタイヤセンター関東㈱
十日町ビーエス店

直前会長 高橋昇男

副会長 池田和弘

副会長 阿部貴志

副会長 井口　淳

専務理事 田村典之

監事 馬場直喜

監事 山田　努

氏　名 事業所名

8

十日町市子 750 番地
TEL 025-752-5559
FAX 025-757-5477

お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします
お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします

事業主の
皆さま

海外展開支援

セミナー開催

　

十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
（
高

橋
昇
男
会
長
／
高
橋
昇
男
税
理
士
事

務
所
）で
は
、12
月
15
日
㈭
午
後
６
時

よ
り
市
内
の
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
臨
時
会
員
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。平
成
29
年
度
役
員(

案)

承
認

の
件
を
議
案
と
し
て
上
程
し
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。承
認
さ

れ
た
平
成
29
年
度
の
主
な
役
員
は
、

別
掲
の
と
お
り
で
す
。

　

総
会
終
了
後
の
午
後
６
時
50
分
か

ら
は
同
リ
ゾ
ー
ト
内
フ
ィ
オ
リ
ア
に

会
場
を
移
し
、総
務
広
報
委
員
会（
児

玉
昭
寛
委
員
長
／
㈱
村
山
土
建
）
の

担
当
に
よ
り
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。Ｏ
Ｂ
を
交
え
た「
十
日
町
Ｙ
Ｅ
Ｇ

バ
ン
ド
」が
１
年
ぶ
り
に
復
活
し
、演

奏
の
ほ
か
今
年
度
で
卒
業
す
る
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
」の
熱
唱
も
あ
り
、終
始
に
ぎ
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
会
員
同
士
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ベルナティオ・フォーラムセンターにて

平成29年度役員が承認されました
2月に迫った雪まつりに向け一致団結しました

YEGバンドの様子

今年度卒業生とYEGバンドの
コラボレーション

　
海
外
展
開
に
関
心
の
あ
る
企
業
を

対
象
に
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
き
っ
か
け

と
し
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
に
、「
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク

〜
は
じ
め
て
の
海
外
展
開
〜
」
と
題

し
、
11
月
28
日
㈪
午
後
２
時
か
ら
海

外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ジ
ェ
ト
ロ
・
新
輸
出
大
国
パ
ー

ト
ナ
ー
の
中
島
正
明
氏
、
ジ
ェ
ト
ロ

新
潟
・
新
輸
出
大
国
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
伊
藤
実
保
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
10
事
業
所
12
名
が
受
講
し
ま
し

た
。

　
中
島
氏
か
ら
は
、「
海
外
展
開
の

チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
〜
中
堅
・
中
小

企
業
の
具
体
的
輸
出
・
進
出
事
例
の

紹
介
〜
」、「
海
外
展
開
戦
略
（
Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
分
析
）
と
は
？
合
わ
せ
て
Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
事
例
の
紹
介
」
と
題
し
、
中
堅
・

中
小
企
業
の
海
外
展
開
事
例
の
紹
介

や
、Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
氏
か
ら
は
、「
新
輸
出
大
国
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
専
門
家
に
よ
る
個

別
支
援
の
ご
紹
介
」
と
題
し
、
新
輸

出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
つ
い
て

の
説
明
や
、
専
門
家
に
よ
る
個
別
支

援
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
個

別
相
談
会
（
希
望
制
）
を
実
施
し
、

参
加
し
た
方
は
ジ
ェ
ト
ロ
の
担
当
者

と
海
外
展
開
に
つ
い
て
熱
心
に
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

海
外
展
開

支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

臨
時
会
員
総
会
・

忘
年
会
を
開
催

青年部コーナー


